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◆ 経営協議会において，「（前回会議後の）大分大学の活動状況」の報告，「本学の特色ある取組」の発表を実施 

★実績報告書（抜粋版）Ｐ４ 参照 

★実績報告書（資料編）２-４ 参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 経営協議会学外委員の意見を反映させた「大分大学の道標」を策定 

★実績報告書（抜粋版）Ｐ４ 参照 

 

 

※主な報告・発表事項 

 

○不登校傾向の学生へのアウトリーチ型支援（学生支援ＧＰ） 【第４回経営協議会 H20.09.05 開催】 

○戦略的大学連携支援事業                 【第５回経営協議会 H20.11.07 開催】 

○ユズ加工残渣を活用したおいしい抗アレルギー飲料の開発  【第６回経営協議会 H20.12.05 開催】 

○総合臨床研究センターの取組               【第８回経営協議会 H21.03.06 開催】 

大分大学の道標 

 
Ⅰ.業務運営に関する特色ある取組 

○組織の活性化及び永続的強化に関して，教職員を主体的にリクルートして

いくという理念の必要性 

○附属学校が大分県で果たす役割，大分県の教育を支える教員養成に果たす

役割の明確化 

○大分県における地域医療の取組に関して，大分県と大分大学医学部という

人材養成機関との連携の更なる強化  

○「自立心」を重視した人材育成 

○外国人との会話を重視した国際的な人材育成 

 

※反映させた主な意見 
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事務行動改革計画書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

◆ 全学的視点に立った戦略的教育研究事業等を一層推進するため，学長裁量経費を前年度比３，０００万円増の 

１億８，０００万円とし，外部の競争的資金の獲得に積極的に挑戦することを目的に４つのプログラムへ重点的 

に配分                             ★実績報告書（抜粋版）Ｐ４，８，９，１２ 参照

★実績報告書（資料編）１-２ 参照 

 

 

◆ 「事務改革推進のためのアクション・プログラム」の実施     ★実績報告書（抜粋版）Ｐ４，７ 参照 

 

※主な実施事項 

 

 ○内部規則の再構築 

 ○全学的な情報化を推進する「情報化推進室」の設置 

 ○専門的な外部人材の積極的な登用 

 ○業務手順説明書の整備 

 ○「職制のフラット化」「組織の柔軟化」を柱とした事務

組織の見直しの検討 

※重点化した４つのプログラム 

 
※重点配分の結果 

 

○６つのＧＰを獲得 

○外部資金（寄附金を除く）＝４４件の増加，２億５，４００万円の増収 

○科学研究費補助金＝１２件の増加，１，３００万円の増収 
④ 社会連携支援 

③ 若手研究者萌芽研究支援 

② 研究推進拠点形成支援 

① 教育改革拠点形成支援 
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 Ⅱ．教育に関する特色ある取組 

  ○ 学生募集に関する特色ある取組 

 

◆ 入学者選抜全般に関する企画戦略を策定する「入学企画支援センター」の設置 

 

○ 約３，２００名が来学したオープンキャンパスの実施 

 

 

 

 

 

 
○ ５２名の学生によるキャンパス大使を１３の高校へ派遣   

（キャンパス大使については，平成１８年度より全学的に実施）  
○ 様々な活動の結果，志願者４３０名（約８％）増加，検定料６００万円（約７％）の増収  

  
  ★実績報告書（抜粋版）Ｐ４，１１，１２ 参照  
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※平成 18 年度より全学的に実施 
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 ○ 学生支援に関する特色ある取組 

 
ぴあＲＯＯＭ 

◆ 「不登校傾向の学生へのアウトリーチ型支援事業」が「新たな社会的ニーズに 

対応した学生支援プログラム」（ＧＰ）に採択  

【４年間で約６，０００万円】 

 

○ 学生や保護者からの相談に対して精神科医，臨床心理士，ソーシャルワーカー 

（社会福祉士）が対応 

○ 学生にフリースペースや学習支援の場を提供する「ぴあＲＯＯＭ」を設置 

○ 休学者：約５％減，退学者：約２１％減，除籍者：約６５％減 

★実績報告書（抜粋版）Ｐ５，１１，１２ 参照 

 

◆ 民間資金による長期借入金と目的積立金の活用により学生寮を改修    ★実績報告書（抜粋版）Ｐ５，１６ 参照 

 

◆ 民間資金によるコンビニエンスストアの建設              ★実績報告書（抜粋版）Ｐ５，１６ 参照 

 

◆ 寄附による既存福利施設売店等の改修                 ★実績報告書（抜粋版）Ｐ５，１６ 参照 

改修後の学生寮 コンビニエンスストアの開店 
 

リニューアル後の売店 
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◆ 平成２０年度後半からの経済状況の悪化に伴う緊急支援として，平成２１年度新入学生 

に対して，入学料の免除及び徴収猶予に関する４０名分（１，１２８万円）の特別支援 

制度を設定                   ★実績報告書 Ｐ７４ 参照 

 

◆ 経営協議会学外委員からの提言により，国際経済不況に起因する経済状況の厳しい私費 

留学生３９名に対して，緊急支援のための一時金として１人あたり１０万円を支給                    

★実績報告書 Ｐ８８ 参照 

 
キャリアサポーターによる講演会 

実施                      ★実績報告書（抜粋版）Ｐ１９ 参照 

 

（平成２１年３月３１日現在）しており，講演会（２回）及び意見交換会（１回）を 

 

◆ 卒業生，修了生によるキャリアサポーター制度を設け，１６８名のサポーターが登録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 教育方法等の改善に関する取組 

◆ 「学問探検ゼミを核とした高大接続教育－教員間及び学生生徒間の連携活動による 

『学びは高きに流れる』教育体制の構築－」が「質の高い大学教育推進プログラム」 

（ＧＰ）に採択  【３年間で約５，０００万円】 

★実績報告書（抜粋版）Ｐ５，１８ 参照 

 

◆ 全学共通科目「障害者ボランティア講座」の受講学生約１５０名が，大分県で開催 

された全国障害者スポーツ大会のボランティア要員として活動               

全国障害者スポーツ大会の様子 
 

★実績報告書（抜粋版）Ｐ１８ 参照 
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○ 大学教育改革支援プロジェクト（ＧＰ）の採択状況 

 
本学単独または代表校として採択された取組 

区分 採択プログラム 

補助・委託期間 

事業規模 

（金額は選定時） 

新たな社会的ニーズに対応したプログラム 

不登校傾向の学生へのアウトリーチ型支援 

－キャンパス・ソーシャルワーカーとの協働による学生の自己選

択能力の形成支援－ 

４年間 

約６，０００万円 

戦略的大学連携支援事業 
地域連携研究・留学生支援・教育連携を柱とする地方における高

度人材養成拠点の構築 

３年間 

約１億５，０００万円 

質の高い大学教育推進プログラム 

学問探検ゼミを核とした高大接続教育 

－教員間および学生生徒間の連携活動による「学びは高きに流れ

る」教育体制の構築－ 

３年間 

約５，０００万円 

 

本学が連携校等として採択された取組 

区分 採択プログラム 

戦略的大学連携支援事業 
スーパー連携大学院構想 

産学官の広域連携を通じたイノベーション博士人材の育成 

中九州三大学病院合同専門医養成プログラム 
大学病院連携型高度医療人養成推進事業 

－地域医療支援と臨床研究推進の共有システム構築－ 

大学病院連携型高度医療人養成推進事業 多極連携型専門医・臨床研究医育成事業 

 

★実績報告書（抜粋版）Ｐ５，１１，１２，１８，１９ 参照 
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◆ 重点研究の推進及び全学的な研究支援体制の充実を図るため「全学研究推進機構」の設置を決定 

  （平成２１年１０月より稼働予定）             ★実績報告書（抜粋版）Ｐ６，１９ 参照 

 

◆ （独）日本学術振興会の「著名外国人研究者招へい事業」の受入主幹校 

として 2005 年ノーベル医学・生理学賞受賞者であるロビン・ウォーレン 

西オーストラリア大学名誉教授（大分大学名誉博士）を招へいし，特別 

講演を実施 

 

  ★実績報告書（抜粋版）Ｐ６ 参照 

 

 

 
講演を行うロビン・ウォーレン教授 

◆ （独）科学技術振興機構公募事業に「術中運動野同定・機能的ナビゲーションシステムの開発」が採択 

   【３年間で約６，９００万円】              ★実績報告書（抜粋版）Ｐ６ 参照 

 

◆ 新しい薬剤の治験の迅速化とがん医療に関わる臨床試験の円滑な実施のために「総合臨床研究センター」を創設し，

病棟内に「臨床試験専用施設（ＣＴＵ）」を設置       ★実績報告書（抜粋版）Ｐ６，２０ 参照 

 

                               

Ⅲ．研究に関する特色ある取組 

◆ （独）科学技術振興機構公募事業に「「ヒト型スーパー抗体酵素」の効率的作成技術開発と新治療薬の創製」が採択 

【３年間で約１億３，５００万円】            ★実績報告書（抜粋版）Ｐ６ 参照 
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 Ⅳ．社会との連携に関する特色ある取組 

 

◆ 「地域連携研究コンソーシアム大分」の活動強化             ★実績報告書（抜粋版）Ｐ６ ，１９ 参照 

  本学が代表校として「地域連携研究コンソーシアム大分」連携校に参加を呼び掛け，２つの事業が採択 

  ※地域連携研究コンソーシアム大分＝本学のリーダーシップの下で運営し，各大学等の共同研究により地域課題の解決を目指す組織 

 

○ 「産学官連携戦略展開事業（戦略展開プログラム）」に採択  

（担当プログラム：戦略展開プログラム「知的財産基盤の強化」，コーディネートプログラム「地域の知の拠点再生」） 

・大分県内の高等教育機関７校が参加する「地域連携研究コンソーシアム大分」において知的基盤整備事業を推進 

・連携校，企業，自治体等から約１５０名が参加したシンポジウムを開催 

・医学部（挾間キャンパス）にリエゾンオフィスを設置 

 

○ 「大分県における地域連携研究・留学生支援・教育連携を柱とする地域における高度人材養成拠点の構築」が「戦略的 

大学連携支援事業」（ＧＰ）に採択 

   ・大分県内の８大学等（地域連携研究コンソーシアム大分＋別府大学短期大学部）との連携 

・大学間連携による２９件の共同研究課題を設定 

・戦略的大学連携支援事業の管理業務を行う「リサーチ・ファクトリー」を設置 

      

・大分工業高等専門学校 

・別府大学             ・立命館アジア太平洋大学 

・大分大学             ・大分県立看護科学大学  

・大分県立芸術文化短期大学     ・日本文理大学 

※「地域連携研究コンソーシアム大分」連携校 

 
産学官連携戦略展開シンポジウム 

における広瀬大分県知事の講演
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 Ⅴ．従前の年度評価の結果に関する対応状況 

 
平成１７年度評価結果における指摘内容 

 年度計画【１８５】「教務委員会が学生支援部と連携して，３年生以上の学生が，Ｗｅｂから履修登録を行う方法

等について検討を行う。成績結果の確認や履修単位の照会に関してもＷｅｂで行えるよう検討を開始する。」につい

ては，ワーキンググループ設置にとどまっており，平成１８年度から検討を開始するとされていることから，年度計

画を十分に実施していないものと認められる。 

対応状況 

○新教務情報システムの導入を完了（平成２０年１０月本格運用開始） 

○履修登録，成績管理，シラバスや履修情報の学生への掲示等について集中・一元化を実施 

○学生の利便性を向上させるとともに教職員の教務関連業務支援を一元化して行える体制を整備 

平成１８年度評価結果における指摘内容 

大学院博士課程において，学生の収容定員の充足率が８５％を満たさなかったことから，引き続き，速やかに定員の

充足や入学定員の適正化に努めることが求められる。 

対応状況 

○大学院博士課程＝収容定員１６２人に対して１８４人が在籍，充足率は１１４％（平成２０年５月１日現在） 

○医学系研究科では，博士課程の４専攻を改組して「医学専攻」に一本化し，「基礎研究領域」，「臨床研究領域」

及び「がん専門領域」の３つの教育分野を新設 

※参考 

平成２１年５月１日現在の充足率＝１０９％ 

 

★実績報告書（資料編）１０-１-１，１０-１-２ 参照 

 

 



 

 

 

 

 


